
44

一
　
世
界
哲
学
の
ア
イ
デ
ア

　「
世
界
哲
学 W

orld Philosophy

」
と
い
う
新
た
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
既
成
の
理
念
や
分
野
で
は
な
く
、
日
本
の

哲
学
者
た
ち
が
こ
れ
か
ら
議
論
し
て
い
く
場（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）で
あ

り
、そ
れ
を
構
築
す
る
運
動
で
あ
る
。世
界
哲
学
と
い
う
視
野
か
ら
日
本
哲

学
を
見
た
時
、ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
見
え
て
く
る
の
か
を
考
察
し
た
い
。

　
ま
ず
、
世
界
哲
学
と
は
、
西
洋
哲
学
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
「
哲
学

philosophy

」
を
従
来
の
枠
組
み
か
ら
解
放
し
、
地
域
や
文
化
や
時
代
を

ま
た
ぐ
世
界
規
模
で
哲
学
を
再
編
す
る
試
み
で
あ
る
。
特
定
基
準
に
よ
る

画
一
化
と
い
う
弊
害
を
避
け
る
た
め
「
グ
ロ
ー
バ
ル G

lobal

」
と
い
う

呼
称
は
避
け
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
諸
伝
統
の
間
で
の
哲
学
・
思
想
の
比

較
が
重
要
と
な
る
。
世
界
哲
学
は
発
見
概
念
で
あ
り
、
そ
の
視
野
か
ら
考

え
る
こ
と
で
私
た
ち
が
従
事
し
て
い
る
哲
学
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
あ
る

べ
き
哲
学
を
追
求
す
る
場
で
あ
る
。

　
世
界
哲
学
の
試
み
で
は
「
世
界
」
と
い
う
単
一
の
枠
組
み
へ
の
統
合
や

吸
収
で
は
な
く
、
多
元
的
で
豊
か
な
可
能
性
の
確
保
が
重
要
と
な
る
。「
世

界
」
と
い
う
概
念
に
は
い
く
つ
か
の
層
が
あ
る
が
、
地
理
・
文
化
的
に
は

西
欧
と
北
米
中
心
か
ら
脱
却
し
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、
東
南
ア
ジ
ア
、

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア
メ
リ
カ
ン
な
ど
各
地
域
や
伝
統
を
大
切
に
し
、
他
者
と

の
浸
透
関
係
や
相
互
関
与
を
つ
う
じ
て
新
た
な
哲
学
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
く
。
そ
れ
ら
異
な
る
複
数
の
視
点
か
ら
共
通
の
哲
学
問
題
に
つ
い
て
考

え
方
を
突
き
合
わ
せ
、
対
話
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
哲

学
の
新
た
な
語
り
方
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
そ
こ
で
日
本
哲
学
の
可
能
性
を

考
え
発
信
す
る
こ
と
が
私
た
ち
日
本
の
哲
学
者
の
役
割
で
あ
ろ
う
。

二
　
言
語
と
翻
訳
の
問
題

　
比
較
思
想
学
会
第
四
六
回
大
会
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
世
界

〈
特
集
２　

世
界
哲
学
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
哲
学　

コ
メ
ン
ト
〉

納
　
富
　
信
　
留
　

　
世
界
哲
学
と
し
て
の
日
本
哲
学

│
そ
の
可
能
性
と
問
題
点

│ 
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哲
学
が
可
能
か
、
あ
る
い
は
世
界
哲
学
に
お
け
る
日
本
哲
学
が
可
能
か

は
、
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
。

　
世
界
哲
学
が
、
世
界
の
様
々
な
哲
学
・
思
想
を
単
に
並
べ
て
見
る
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
哲
学
の
問
題
を
立
て
て
そ
れ
に
つ
い
て
議
論
す
る
共

通
の
場
で
あ
る
限
り
、
こ
れ
ま
で
「
哲
学
」
の
名
の
元
で
共
通
に
用
い
ら

れ
た
西
洋
哲
学
の
概
念
・
用
語
、
議
論
・
問
題
、
枠
組
み
へ
の
根
本
的
な

反
省
が
必
須
と
な
る
。
こ
の
反
省
が
な
い
と
、
日
本
哲
学
を
論
じ
て
い
る

よ
う
に
見
え
て
、
実
は
西
洋
哲
学
の
土
俵
で
西
洋
哲
学
の
概
念
を
使
っ
て

日
本
文
化
と
い
う
素
材
を
取
り
扱
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
く
な
る
か
ら
で
あ

る
。
世
界
哲
学
と
し
て
の
日
本
哲
学
と
い
う
課
題
は
、
日
本
語
と
他
言
語

と
の
間
の
翻
訳
を
つ
う
じ
て
、
新
た
な
問
題
を
提
起
し
、
問
題
の
枠
組
み

を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

三
　
日
本
哲
学
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　
日
本
哲
学
と
い
う
領
域
を
世
界
哲
学
と
い
う
枠
組
み
で
考
え
る
場
合
、

何
が
見
え
て
く
る
の
か
。

　
近
代
日
本
哲
学
が
世
界
に
お
い
て
評
価
さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
る

と
（
張
氏
報
告
）、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
を
よ
り
深
く
考
え
る
意
義

は
大
き
い
。
明
治
以
来
の
近
代
日
本
は
、
西
洋
哲
学
を
咀
嚼
し
翻
訳
を
つ

う
じ
て
自
ら
の
思
索
を
提
示
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
だ
が
、
近
代
日
本

哲
学
が
直
面
し
た
の
は
、
主
に
「
西
洋
近
代
」
が
囚
わ
れ
て
い
た
哲
学
の

課
題
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
後
半
に
西
洋
哲
学
は
行
き
詰
ま
り
の
状
況
に

あ
り
、
主
客
の
対
立
、
認
識
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
デ
カ
ル
ト
や
ロ
ッ

哲
学
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
哲
学
」
で
は
、
張
政
遠
氏
、
フ
ェ
リ
ペ
・
フ
ェ

ハ
ー
リ
氏
、
ロ
マ
ン
・
パ
シ
ュ
カ
氏
と
い
う
三
名
の
外
国
人
日
本
哲
学
研

究
者
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
、
浮
か
び
上
が
っ
た
問
題
を
取
り
上
げ
て
コ

メ
ン
ト
し
た
。

　
最
近
ま
で
必
ず
し
も
世
界
的
な
知
名
度
が
高
く
は
な
か
っ
た
日
本
哲
学

が
日
本
国
外
で
理
解
・
議
論
さ
れ
る
た
め
に
は
、
他
言
語
へ
の
翻
訳
が
必

要
で
あ
る
（
パ
シ
ュ
カ
氏
に
よ
る
ル
ー
マ
ニ
ア
の
状
況
報
告
）。
日
本
哲

学
に
関
す
る
書
物
・
論
文
の
テ
ク
ス
ト
提
供
は
重
要
な
基
盤
と
な
る
が
、

ど
の
言
語
で
の
哲
学
に
も
付
き
ま
と
う
翻
訳
の
困
難
、
と
り
わ
け
日
本
で

培
わ
れ
た
概
念
や
思
考
法
を
ど
の
よ
う
に
他
言
語
に
表
現
す
る
か
が
課
題

と
な
る
。
ま
た
、
日
本
哲
学
を
論
じ
る
言
語
が
日
本
語
で
あ
る
べ
き
か
、

各
地
の
言
語
で
も
よ
い
の
か
、
あ
る
い
は
共
通
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
英
語

な
の
か
と
い
う
問
題
が
張
氏
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。
世
界
哲
学
と
い
う
包
括

的
な
場
で
あ
っ
て
も
、
多
文
化
を
包
括
し
て
一
緒
に
論
じ
よ
う
と
す
る
が

ゆ
え
に
英
語
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
言
語
的
に

は
む
し
ろ
多
元
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
語
だ
け
で
な
く

他
の
言
語
圏
の
哲
学
に
も
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
。
局
所
的
に
は
日
本
語

と
中
国
語
の
直
接
の
や
り
と
り
（
日
本
哲
学
会
主
催
「
日
中
哲
学
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
基
本
方
針
）
な
ど
も
可
能
で
あ
る
が
、
三
カ
国
以
上
に
な
る
と

多
言
語
間
で
の
翻
訳
が
ほ
ぼ
不
可
能
と
な
る
。

　
自
然
科
学natural sciences

と
は
異
な
り
、
自
然
言
語
と
歴
史
文
化

に
依
拠
す
る
哲
学
の
場
合
、
他
の
言
語
へ
の
翻
訳
は
困
難
で
あ
り
作
業
は

単
純
で
は
な
い
。
語
彙
や
表
現
に
共
通
基
盤
が
欠
如
す
る
状
況
で
、
世
界
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い
て
も
、
日
本
の
哲
学
・
精
神
史
に
含
め
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
和
歌
・
俳
句
・
歌
論
・
能
楽
書
・
随
筆
・
説
話
等
が
あ
る
。

③
「
道
」
と
い
う
あ
り
方

　
日
本
で
「
道
」
と
い
う
語
が
付
さ
れ
た
修
練
や
探
求
に
つ
い
て
も
考
察

す
る
必
要
が
あ
る
。
茶
道
・
華
道
・
香
道
・
武
士
道
・
道
徳
な
ど
で
あ
る

が
、「
柔
道
」
が
旧
来
の
「
柔
術
」
か
ら
名
称
を
変
え
た
よ
う
に
、
明
治

以
降
の
形
成
と
い
う
事
情
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

④
「
科
学
」
と
の
連
携
が
希
薄

　
西
洋
と
は
異
な
り
、
自
然
科
学
の
研
究
が
体
系
的
に
行
わ
れ
な
か
っ
た

こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
農
学
、
薬
草
学
、
医
術
、
兵
法
な
ど
で
は
大
き
な

成
果
を
残
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
実
用
や
職
業
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
傾
向
に

あ
っ
た
。

⑤
「
学
問
」
の
枠
組
み
へ
の
違
和
感

　
西
洋
の
学
問
・
教
育
制
度
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
学
園
ア
カ
デ
メ
イ
ア
や
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
学
問
か
ら
中
世
の
大
学
を
経
て
形
成
さ
れ
た
。
そ
こ
で

整
備
さ
れ
て
近
代
日
本
に
導
入
さ
れ
た
専
門
分
野
や
学
問
と
は
異
な
る
東

ア
ジ
ア
で
の
学
問
営
為
が
明
確
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
五
つ
の
観
点
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
西
洋
的
で
は
な
い
「
哲

学
」
の
枠
組
み
を
作
り
出
す
試
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
世
界
哲
学
の
課
題
に
は
現
代
の
日
本
文
化
を
再
考
す
る
こ
と

が
含
ま
れ
る
。
こ
こ
で
は
想
定
さ
れ
る
考
察
領
域
を
六
つ
挙
げ
る
。

①
「
文
芸
批
評
」
の
哲
学
に
お
け
る
役
割

②
ア
ニ
メ
、
映
画
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
「
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
」

ク
以
来
の
西
洋
近
代
の
枠
組
み
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
が
強
く
意
識
さ
れ

て
い
た
。
西
田
幾
多
郎
を
代
表
と
す
る
近
代
日
本
哲
学
は
そ
の
課
題
に
答

え
る
試
み
を
行
っ
た
が
、
そ
の
限
り
で
は
西
洋
哲
学
の
土
俵
で
問
題
が
立

て
ら
れ
て
い
て
西
洋
の
側
か
ら
評
価
さ
れ
や
す
い
。
そ
こ
に
含
ま
れ
る
一

定
の
日
本
独
特
の
思
考
法
は
、「
日
本
独
自
」
と
い
う
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

魅
力
（
パ
シ
ュ
カ
氏
報
告
）
と
し
て
、
議
論
内
容
の
妥
当
性
と
い
う
以
外

の
要
素
で
評
価
さ
れ
る
傾
向
に
も
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
近
代
以
前
の
日
本
哲
学
は
ど
う
扱
わ
れ
る
べ
き
か
。
少
な

く
と
も
、
日
本
哲
学
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
全
体
と
し
て
総
合
的
に
考
え
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
西
洋
哲
学
が
導
入
さ
れ
る
以
前
の
日
本
哲
学
は
「
哲
学
」

と
い
う
理
念
が
当
て
は
ま
ら
な
い
思
索
と
さ
れ
（
西
周
）、
他
方
で
、
西

洋
哲
学
を
基
準
と
す
る
限
り
で
「
我
日
本
古
よ
り
今
に
至
る
迄
哲
学
無

し
」（
中
江
兆
民
）
と
悲
観
さ
れ
る
状
況
が
生
じ
て
い
た
。

　
世
界
哲
学
で
近
代
以
前
も
射
程
に
い
れ
て
西
洋
哲
学
の
枠
組
み
を
超
え

る
視
野
を
、
以
下
の
五
点
で
提
示
し
た
い
。

①
「
宗
教
」
と
の
重
な
り

　
仏
教
、
儒
教
、
道
教
、
神
道
と
い
っ
た
宗
教
の
領
域
に
つ
い
て
、
哲
学

か
ら
区
別
し
な
い
視
野
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
宗
教religion
」

と
い
う
ロ
ー
マ
以
来
の
概
念
が
特
殊
で
あ
り
、
経
典
・
教
祖
・
教
義
・
教

団
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ー
ム
な
ど
の
枠
組
み
は
東
ア
ジ
ア
で
は

当
て
は
ま
ら
な
い
。

②
「
文
芸
」
と
の
重
な
り

　
西
洋
で
は
哲
学
と
対
立
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
文
学
・
芸
術
の
領
域
に
つ
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②
日
本
と
韓
国
：
日
本
へ
の
媒
介
、
儒
教
、
キ
リ
ス
ト
教

③
日
本
と
イ
ン
ド
：
仏
教
が
主
、
他
の
側
面

④
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏

⑤
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米
：
明
治
か
ら
現
代

　
む
し
ろ
、
日
本
を
世
界
か
ら
捉
え
る
目
配
り
、
つ
ま
り
、
他
の
文
化
・

哲
学
と
の
関
わ
り
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
日
本
哲
学
」
と
い
う
理

念
も
、「
日
本
と
い
う
地
域
で
遂
行
さ
れ
た
／
日
本
人
に
よ
る
／
日
本
語

で
な
さ
れ
た
／
日
本
で
の
営
為
を
対
象
と
す
る
」
と
い
っ
た
異
な
る
意
味

を
担
い
、「
日
本
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
「
地
域
・
文
化
・
民
族
・

言
語
」
な
ど
の
意
味
が
重
な
る
。
日
本
に
は
中
国
文
化
、
西
洋
哲
学
を
受

容
し
た
豊
か
な
経
験
が
あ
り
、
翻
訳
を
つ
う
じ
て
発
展
し
た
日
本
語
の
豊

か
さ
と
可
能
性
が
あ
る
。

　
他
方
で
、「
西
洋 W

est

」
が
単
一
の
文
化
・
伝
統
か
と
い
う
問
題
も
あ

る
。
私
自
身
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
と
い
う
源
泉
に
戻
っ
て
そ
こ
か
ら
「
西

洋
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
解
体
す
る
、
日
本
か
ら
の
視
点
を
追
求
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
西
洋
の
特
殊
性
を
自
覚
し
、
そ
こ
か
ら
豊
か
な
哲
学
の
可

能
性
を
再
発
見
す
る
試
み
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学

が
打
ち
出
し
た
「
観
照theōriā

、
普
遍
性katholou

、
合
理
性logos

」

の
再
検
討
を
進
め
て
い
る
。
共
同
の
議
論
を
つ
う
じ
て
「
世
界
哲
学
と
し

て
の
日
本
哲
学
」
を
探
求
し
て
い
き
た
い
。

　（
の
う
と
み
・
の
ぶ
る
、
西
洋
古
代
哲
学
、
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

③
「
和
」
の
空
間
、
食
文
化
、
生
活

④
伝
統
と
最
新
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
、
先
端
技
術

⑤
や
ま
と
こ
と
ば
、
多
言
語
社
会
、
新
し
い
日
本
語

⑥ 

経
済
、
医
療
、
環
境
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
直
面
す
る
問

題
　
私
た
ち
が
生
き
る
現
場
か
ら
考
え
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
生
か

す
日
本
哲
学
を
目
指
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
　
日
本
哲
学
を
ど
う
捉
え
る
か

　
日
本
哲
学
は
従
来
の
「
東
洋 East, O

rient

」
と
い
う
枠
組
み
で
論
じ

ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
（
フ
ェ
ハ
ー
リ
氏
報
告
）。
し
か
し
、「
西
洋
／
東
洋
」

と
い
う
対
比
は
、
サ
イ
ー
ド
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
批
判
以
降
、
き
わ
め

て
問
題
含
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
井
筒
俊
彦
の
よ
う
に
新
た

な
「
東
洋
」
と
い
う
理
念
を
提
出
し
て
「
精
神
的
東
洋
」
を
設
定
す
る
提

案
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
東
洋
」
の
定
義
と
慎
重
な
扱
い
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
区
別
の
破
綻
は
、
具
体
的
に
は
、
ア
フ
リ
カ
・
ロ
シ
ア
・
中
南
米

な
ど
「
非
西
洋
・
非
東
洋
」
の
文
化
で
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
や
中

国
な
ど
す
べ
て
を
包
括
す
る
「
東
洋
」
と
い
う
一
体
性
は
な
く
、
明
治
以

後
の
日
本
の
哲
学
を
単
純
に
「
東
洋
／
西
洋
」
の
選
択
で
語
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
個
別
に
丁
寧
に
関
係
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
と
の
関

係
で
は
次
の
五
つ
の
観
点
が
あ
る
。

①
日
本
と
中
国
：
漢
字
文
化
、
道
教
、
儒
教
な
ど
全
面
的


